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コシヒカリの安定多収のための幼穂形成期における生青予測と栄養診断
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1 は じ め に

福島県では,良食味品種について地帯別の目標収量と期

待生育の策定,および適正な生育制御に不可欠な生育・ 栄

養診断法,生育予測技術「総合化軽量方式による水稲生育,

窒素栄養診断・予測法」の開発が進められてきた
3)。

しかし,会津平坦地のコンヒカリについてこのような診

断予測法の導入が県内各地より遅れ,その確立が待たれて

いた。そこで本研究では,出穂期までの予測期間が比較的

短く,しかも穂肥の施用等の技術対応で生育制御が最も容

易な幼穂形成期 (以 下,幼形期)における診断法を前記方

式により確立しようとした。

2試 験 方 法

(1)総合軽量化方式による予測式の策定

1989～ 1993年の間に,福島農業試験場会津支場のコシヒ

カリの栽培法試験等で得られた結果から,生育量,窒素栄

養および気象のデータを用い,生育を予測するのに最適な

変数の組み合わせについて重回帰分析により検討した。さ

らに,丹野の方法
1)に
基づいて,得られた予測式から生育・

窒素栄養診断図を作成した。また,茎葉窒素濃度が欠けて

いるデータについては葉色 (カ ラースケール値)と茎葉窒

素濃度の関係式 (y=o45X+015 y=茎葉窒素濃度 ,

X=群落葉色)1)よ り数値を求め,そ れを利用した。デー

タ数は1989年が15点,1990年が 8点 ,1991年 が 6点 ,1993

年が21点の50点である。

0)葉緑素計SPAD502指示値と茎葉窒素濃度の関係
試験年次 :1992～ 1993年 供試品種 :コ ンヒカリ
栽植様式 :5月 20日移植,中苗,30× 16cn, 1株 4本手

植え

基肥施肥量 (kg/a):Ni5水 準 (00,02040a
08ただし,反復数は異なる) P20512, K,012, よ
うりん 4, 堆肥100

3 試験結果及び考察

(0 成熱期の形質と倒伏度の予測

澤長,倒伏度は幼形期の草丈と,穂数,籾数は幼形期の

茎数との相関が高く,伸長形質は草丈,量的形質は茎数が

大きな単独制限要因であった。草丈と茎数の両者を変数と

した場合に穂数,籾数との相関係数は高くなり,量的形質

表 1 幼穂形成期の生育と成熟期の形質及び倒伏度の
関係

項目 軍曼嵯蒻妻瑾纂夢熙八纂義訂相関係数 F値

稗 長
0747
0783
0791

2967・・

2429・
｀

1879・・

数穂
○
〇

0806
0807
0811

積算気温Bは7月 21日から出穂期までの(日平均気温―
20℃ )の積算値で,その値が0以下の時はすべて0℃
と積算した。

表 2 幼穂形成期における総合計量化方式による生育
予測式

穂数(本/ピ)0807・ `Y=“ 級肝 2 0181Xt+0301Xを +O m81X`

ご当り籾数  0615・・ Y=61鮒 +11鰤Xl+0困 BX,+0万 1蝋
`

(102粒 )

(590～838)
x2:茎数(本/nf)(515～ 859)x3:茎 葉窒素濃度
(X102%)(106～ 173)

1387・ '

934・・

687・ '

21 52'・

1439・・

1247・・

積算気温Aは出穂期前20日から出穂期までの日平均
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は幼形期の生育量総体 (乾物重)との関係の深いことが認

められた (表 1)。 しかし,幼形期の茎葉窒素濃度を説明

変数に加えても,それぞれの相関係数はあまり高くならな

かつた。これは幼形期以降の上壌窒素供給能力が高い場合

の反応と考えられる。

表 2に示した予測式にもとづき図 1に診断図を作成し,

予測例と対応策を示した。予測精度は寄与率で85%以上が

望ましいとされているが,今回の解析では予測精度が不十

分な結果であった。さらに,土壌肥沃度の異なるデータを

つけ加えることで,予測精度の改善が可能と思われる。対

応策はこれまで得られた6611kg/aの期待生育型の形質"

を基準とし,穂肥対策を中心に8通りの対応策教 した。

また,表 3に示した穂肥の施用時期別効果についても,予

測される形質と併せて診断の資料と利用することで,さ ら

にコシヒカリの安定・多収が期待できる。

(21 葉色素計SPAD502指示値と茎葉窒素濃度の関係

両者の相関関係を時期別に表 4に示した。これによると,

移植後30日 と最高分げつ期では,単年度の解析結果に比べ,

相関係数がかなり劣った。幼形期については2カ年まとめ

た解析でも相関係数の低下は認められず,両者の関係は比

較的安定した関係にあり,実用上,茎葉窒素濃度の簡易な

予測・診断に有効と思われた。

=幼穂形成期の生育=
草丈は何cmですか  ? 779

茎数は何本/ピですか ? 865

葉色はいくらですか

(葉緑素計SPAD502)? 379

予測される成熟期形質

稗  長    96(cI)
穂  数    507(本 /r)
一穂粒数    78(粒 )
ピ当た籾数   395(× 100粒 )
倒伏度 (0‐41111)300
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コンヒカリの幼穂形成期 (出穂前25日 )栄養・生育診断 (会津地域 平坦部)
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籾数が多くしかも倒伏する危険が高いので穂肥を省略するか施用時期を遅らせてください。

図 1 診断図による生育予測と対応例
(収量目標66kg/a:診 断基準 nf当 たり籾数33～316万粒 倒伏度 200以内)

表 3 穂肥の施用時期別効果

∞
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6245
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は出穂前日数を示す。

表 4 SPAD502指示値と茎葉窒素濃度の関係
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